
日 時 平成29年 12月 10日 (日) 11:00 ～ 12:00
場 所 丸亀町レッツホール（高松丸亀町商店街）

高松市丸亀町1番地1 高松丸亀町壱番街東館４階

内 容 内視鏡でみえる・なおる胃腸の早期がん

※人数が超過した場合、入場をお断りすることがあります。

講 師 香川大学医学部附属病院消化器･神経内科
講師 小原 英幹

参加費無料・事前申込不要

⾹川⼤学医学部附属病院 医療セミナー
香川大学サテライトセミナー

※次回以降の開催予定 (会場：丸亀町レッツホール・高松丸亀町商店街 11:00～12:00）

・平成30年1月28日（日） 整形外科（岩田） ・平成30年2月18日（日） 呼吸器外科（呉）

問合せ先 761-0793
香川県木田郡三木町池戸1750-1
香川大学医学部総務課
電話：087-891-2008 （平日9時～17時）

先着50名 (参加費無料・事前申込不要・どなたでも参加可能）
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胃腸の内視鏡は、デジタル化時代とともに目を見張る進化を遂げています。

毛細血管の赤血球の動きや、がんの微細な血管がみえる顕微鏡のようなカメ
ラが開発され、‘みえなかったものがみえる’ようになり初期がんの早期発見が
可能になりました。また、ESD（内視鏡的粘膜下層剥離術）という‘臓器を温存し

てなおる’日本発祥の治療もうけられます。本セミナーでは、最新の内視鏡技
術により、検診して早期にがんを発見できれば、身体に負担の少ない治療法
で「がんはなおる・怖くない」というお話をいたします。


